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第7回川越市介護保険事業計画等審議会



(1)実施状況について
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調査名 対象者 実施方法 調査時期
対象者数
有効回収数
有効回収率

集計結果

介護予防・日常生
活圏域ニーズ調
査

６５歳以上で要介護認定を
受けていない人

郵送配布
郵送回収または
オンライン回答

令和４年１２月８日
～令和４年１２月２６日

8,624人
5,373人
内訳：郵送4,9５５人 オンライン４１８人

６２．３％（前回 ６２．３％）

参考資料１

保健・福祉等実態
調査

４０～６４歳で要支援・要介
護認定を受けていない人

郵送配布
郵送回収または
オンライン回答

令和４年１２月８日
～令和４年１２月２６日

2,100人
８６２人
内訳：郵送５４４人 オンライン３１８人

４１．０％（前回 35．8％）

参考資料２

保健・福祉等実態
調査
（介護保険認定者）

４０歳以上で要支援・要介
護認定を受けている人

郵送配布
郵送回収または
オンライン回答

令和４年１２月８日
～令和４年１２月２６日

2,100人
1,035人
内訳：郵送９３０人 オンライン１０５人

４９．３％（前回 ５４．８％）

参考資料３

在宅介護実態調
査

在宅で生活をしている要介
護（要支援）認定を受けてい
る者のうち、更新申請又は区
分変更申請に伴う認定調査

認定調査員によ
る聞き取り

令和４年６月２０日
～令和５年２月１０日

目標600人
６０２人
内訳：更新申請 332名

区分変更申請 ２７０名

参考資料５

介護サービス事
業所実態調査等
（介護人材実態調
査）

川越市内の指定介護保険
サービス事業所（各予防
サービス・居宅介護支援事業
所・福祉用具貸与・特定福祉

用具販売を除く）

郵送配布
オンライン回答

令和４年７月１日
～令和４年７月３１日

３０１事業所（１７４人）
１９５事業所
６４．８％（前回 ５１．０％）

在宅生活改善調
査

川越市内の指定居宅介護
支援事業所（ケアマネジャー）

郵送配布
オンライン回答

令和４年７月１日
～令和４年７月３１日

８２事業所
５５事業所（回答数：１４７ケース）
６７．１％（前回 ６９．５％）

居宅介護支援事
業所実態調査

川越市内の指定居宅介護
支援事業所（ケアマネジャー）

郵送配布
オンライン回答

令和４年７月１日
～令和４年７月３１日

８２事業所
６３事業所
７６．８％（前回 ７３．７％）
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▶ 回収率の向上を目的とし、オンライン回答を導入した。

▶ 介護保険サービス事業所への調査においては、回収率が向上しており、一定の成果があったと考える。

▶ 市民を対象とした調査においては、４０～64歳を対象とした保健・福祉等実態調査（以下、「40～64歳

調査」という）では、前回より回収率が5．2ポイント向上しており、一定の成果があった。

しかしながら、65歳以上を対象とした介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（以下、「65歳以上調査」とい

う）や要支援・要介護認定者を対象とした保健・福祉等実態調査（介護保険認定者）（以下、「認定者調査」

という）においては、オンライン回答者の割合は低かった。

▶ オンライン回答に関する案内文には、QRコード及びURLしか掲載しておらず、パソコンを用いて回答す

る場合、URLを手入力してもらうことになった。そのため、市民の方から、「回答ページに入れない」

「URLが正しいか確認したい」などの問い合わせを多く受けた。今回、パソコンを用いて回答する場合の

配慮に欠けていた部分があり、次回は検索ワードからアンケート回答フォームに入れるなどスムーズに回

答してもらえるよう工夫が必要と考える。

オンライン回答の導入について



(2)40～64歳調査・65歳以上調査・認定者調査における

調査結果の抽出
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■前回の調査結果と比較し、10ポイント以上の変化があった項目

■市が独自で設定した項目



25.7%

38.2%

51.8%

74.3%

61.8%

48.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

はい いいえ

38.5%

26.5%

61.5%

73.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4調査

R1調査

はい いいえ
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■前回の調査結果と比較し、10ポイント以上の変化があった項目

①外出を控えている人の割合及び外出を控える理由

65歳以上調査において、外出を控えている人の割合が増加している。

R4 65歳以上調査(年代別）
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65歳以上調査において、「足腰などの痛み」が減少し、「その他」が大幅に増加している。

また、 「その他」と回答した人の7割強が「新型コロナウイルス感染症」と回答している。

■前回の調査結果と比較し、10ポイント以上の変化があった項目

①外出を控えている人の割合及び外出を控える理由

11.1%

2.5%

49.4%

16.6%

10%

7%

14.8%

5.8%

16.6%

36.4%

14.8%

3.1%

62.6%

22.1%

11.7%

9.7%

14.2%

6.7%

21.5%

12.1%

0% 20% 40% 60% 80%

病気

障害（脳卒中の後遺症など）

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁など）

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

R4 調査 R1 調査

13.2%

2.5%

24.9%

9.7%

1.4%

2.8%

13.2%

6.9%

7.2%

63.3%

12.2%

3.6%

50.5%

18.3%

8.3%

7.5%

14.3%

7.2%

16.8%

34.4%

9.0%

1.8%

61.2%

19.2%

15.9%

8.9%

16.2%

4.2%

21.5%

24.1%

0% 20% 40% 60% 80%

病気

障害（脳卒中の後遺症など）

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁など）

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

65～74歳 75～84歳 85歳以上

R4 65歳以上調査(年代別）



8

■前回の調査結果と比較し、10ポイント以上の変化があった項目

②地域での活動について(趣味関係のグループ活動）

65歳以上調査において、趣味関係のグループ活動に「参加していない」と答えた人が、10.3ポイント

増加した。

1.7%

5.1%

5.6%

13.1%

4.6%

69.9%

2%

7.4%

7.6%

16.4%

6.9%

59.6%

0% 20% 40% 60% 80%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

R4調査 R1調査

R4 65歳以上調査(年代別）

1.5%

3.9%

4.7%

12.0%

5.7%

72.2%

2.2%

6.2%

7.6%

14.9%

3.9%

65.2%

1.2%

5.4%

4.8%

13.1%

4.0%

71.6%

0% 20% 40% 60% 80%

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

65～74歳 75～84歳 85歳以上
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■前回の調査結果と比較し、10ポイント以上の変化があった項目

②地域での活動について（地域住民有志による活動）

40～64歳調査において、地域住民有志による活動への参加への意向について「参加したくない」と答

えた方が、10.8ポイント増えた。65歳以上調査においても、わずかに増加した。

4.9%

49.9%

43.2%

1.9%

5.6%

59.6%

32.4%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80%

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

R4調査 R1調査

6.6%

47.1%

39.7%

6.6%

8.5%

48.8%

35.9%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80%

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

R4調査 R1調査

40
～
64
歳
調
査

65
歳
以
上
調
査
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■前回の調査結果と比較し、10ポイント以上の変化があった項目

③たすけあいについて

40～64歳調査において、心配ごとや愚痴を聞いてもらったり、聞いてあげる人として「兄弟姉妹・親

戚・親・孫」を答えた人が増加した。

59.9%

30%

20.3%

45.3%

6.4%

52.3%

6.8%

5.7%

59.7%

25.1%

14.5%

31.9%

6.4%

51.1%

8.1%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

R4調査 R1調査

59%

35.8%

24.2%

50.6%

8.8%

53.6%

6.8%

4.5%

59.9%

32.9%

15.9%

40.3%

9.3%

50.1%

6.9%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

R4調査 R1調査

心配事や愚痴を聞いてくれる人 心配事や愚痴を聞いてあげる人
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■前回の調査結果と比較し、10ポイント以上の変化があった項目

➃在宅医療について

40～64歳調査・65歳以上調査・認定者調査のすべての調査において、かかりつけ医及びかかりつけ歯科医

が「いる」と答えた人が、増加している。

49.1%

26.2% 49.6%

50.9%

24.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4調査

R1調査

89.7%

68.6% 28.4%

10.3%

3.0%

R4調査

R1調査

いる

かかりつけ医はいないが、行く医療機関はだいたい決まっている

いない

65
歳
以
上
調
査

40
～
64
歳
調
査

認
定
者
調
査

65
歳
以
上
調
査

40
～
64
歳
調
査

認
定
者
調
査

76.3%

65.2% 22.9%

23.7%

11.9%

R4調査

R1調査

64.3%

48.3% 31.5%

35.7%

20.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4調査

R1調査

65.0%

56.3% 25.6%

35.0%

18.1%

R4調査

R1調査

いる

かかりつけ歯科医はいないが、行く医療機関はだいたい決まっている

いない

78.5%

61.2% 31.5%

21.5%

7.3%

R4調査

R1調査

かかりつけ医 かかりつけ歯科医
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■前回の調査結果と比較し、10ポイント以上の変化があった項目

⑤地域包括支援センターについて

40～64歳調査・65歳以上調査・認定者調査のすべての調査において、地域包括支援センターについて

「知らない」と答えた人が減少し、地域包括支援センターを知っている割合が増加した。

65
歳
以
上
調
査

24.5% 44.8%

56%

30.6%

44%

R4調査

R1調査

40
～
64
歳
調
査

13% 41.1%

29.9%

45.9%

70.1%

0% 50% 100%

R4調査

R1調査

認
定
者
調
査 70.0%

61.2% 23.1% 15.7%

30.0%

R4調査

R1調査

知っている 利用したことがある

知っているが、利用したことはない 知らない
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前回調査結果との比較について

▶ 調査結果全般見ると、前回の調査（令和元年12月実施）は、新型コロナウイルス感染症が流行する

以前に実施している。前回の調査結果と今回の調査結果を比較すると、新型コロナウイルス感染症の

影響を受けてると思われる回答結果が多くあると感じ、取り巻く環境が異なっていることによる変化

があったと推測できる。
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■市が設定した独自項目

①1人暮らしの高齢者の状況

65歳以上調査において、1人暮らし高齢者を支援する上で、キーパーソンとなる子と住まいとの距離

を確認したところ、全体平均の結果と比較し、「30分未満」「30分～1時間未満」の割合が低い。

また、「子どもがいない」と答えた方も全体と比較し、1人暮らし高齢者の割合が高い。

36.9%

32.8%

36.2%

34.3%

51.8%

20.3%

17.5%

24.4%

19.4%

11.7%

22.8%

22.9%

23.9%

23.1%

18.4%

7.2%

8.6%

7.1%

5.2%

4.2%

4.4%

4.3%

4.2%

5.2%

5.0%

8.5%

13.9%

4.2%

12.7%

0.0%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

1人暮らし

夫婦2人暮らし

（配偶者65歳以上）

夫婦2人暮らし

（配偶者64歳以下)

息子・娘との2世帯

その他

30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 子どもはいない

28.8%

31.3%

35.9%

15.1%

21.2%

16.0%

17.6%

24.1%

24.3%

9.3%

5.5%

10.5%

2.9%

4.3%

4.9%

26.3%

13.6%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

30分未満 30分～１時間未満 １時間～２時間未満

２時間～３時間未満 ３時間以上 子どもはいない
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■市が設定した独自項目

②日常生活の状況（困りごと）

困りごとについて「特に困っていることがない」と答えた方が、40～64歳調査では67.7%であるが、65歳

以上調査では52.7％、認定者調査では21.4％であった。

また、具体的に困っていることとしては、介護保険サービスで賄うことができない「日常の力仕事」や

「庭の手入れ」などを答えた方が多くいることが分かった。

7.7% 6.0% 5.6%
1.2% 2.0%

9.8%
12.3%

4.4%
1.5%

3.7% 3.4% 4.9%
1.3% 3.9%

67.7%

10.4%

3.7%
10.7% 9.2%

6.4%

25.0%

18.4%
14.5%

4.0%
9.7%

12.2% 13.2%

0.9% 3.3%

52.7%

23.9%
16.2%

17.2%

33.3%

22.8%

40.4%

29.1%

34.0%

21.1%

27.1%
31.0%

22.9%

4.1% 12.7%

21.4%
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40～64歳調査 65歳以上調査 認定者調査
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■市が設定した独自項目

②日常生活の状況（困りごと）

また年代別でみると、「特に困っていることはない」と答えた人は、65～74歳は68.1％、75～84歳は

48.4％、85歳以上は41.9％であった。
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■市が設定した独自項目

②日常生活の状況（移動）

日常的な移動に困難を感じているかどうかの設問では、40～64歳調査では、「困難を感じている」を

答えた人は7.5％、65歳以上調査で28.8％、認定者調査では72.9％であった。また、年代別でみると、

85歳以上の方は約2人に1人は困難を感じている。

10.0%

30.6%

46.1%

90.0%

69.4%

53.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

困難を感じている 困難を感じていない

65歳以上調査(年代別）

7.5%

28.8%

72.9%

92.5%

71.2%

27.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40～64歳調査

65歳以上調査

認定者調査

困難を感じている 困難を感じていない
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■市が設定した独自項目

②日常生活の状況（移動）

困難を感じている理由としては、40～64歳調査では公共交通機関に関する項目を選択する人が多いが、

65歳以上調査や認定者調査では、歩くことや周辺の環境により困難と答えた人が多かった。また、年

代別で見ると、85歳以上では、3人に2人が「歩くことが困難である」と回答している。

50.6%

37.6%

28.2%

13.5%

24.1%

15.9%

57.1%

34.4%

29.1%

24.6%

27.6%

19.5%

67.3%

32.7%

21.8%

19.5%

26.8%

14.9%

0% 20% 40% 60% 80%

歩くことが困難である

街路の階段や坂道の上り下りが

困難である

公共交通機関の本数が少ない

住居の階段の上り下りが困難である

送迎してくれる人がいない

近くに公共交通機関がない

65～74歳 75～84歳 85歳以上

65歳以上調査(年代別）18.3%

21.7%

50.0%

5.0%

23.3%

38.3%

61.7%

33.9%

25.1%

20.7%

26.8%

16.5%

77.6%

37.5%

14.0%

27.2%

21.1%

12.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩くことが困難である

街路の階段や坂道の上り下りが

困難である

公共交通機関の本数が少ない

住居の階段の上り下りが困難である

送迎してくれる人がいない

近くに公共交通機関がない

40～64歳調査 65歳以上調査 認定者調査
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■市が設定した独自項目

③趣味

行っている趣味として、 40～64歳調査・65歳以上調査・認定者調査ともに共通して取り組んでいる

人が多いものは、「読書」「散歩・ジョギング」「音楽鑑賞」であった。

また、 40～64歳調査・65歳以上調査・認定者調査ともに、今後やってみたいことは、１位「旅行」、

２位「散歩・ジョギング」と共通していた。

行っていること

40～64歳調査 65歳以上調査 認定者調査

１
インターネット

３４．２％

園芸・庭いじり

42.2%

散歩・ジョギング

２４．１％

２
音楽鑑賞
３０．２％

散歩・ジョギング

３８．５%

読書
２３．９％

３
テレビゲーム・
スマホゲーム

29．0％

読書
３５．６％

園芸・庭いじり

２３．７％

４
読書

２８．４％
旅行

２６．８％

音楽鑑賞
１８．５％

５
散歩・ジョギング

２８．１％

農作物の栽培

２０．5％

その他の活動

１５．２％

40～64歳調査 65歳以上調査 認定者調査

１
旅行

３５．８％

旅行

３８．０%

旅行

３２．８％

２
散歩・ジョギング

１５．１％

散歩・ジョギング

１６．３%

散歩・ジョギング

１７．８％

３
登山

１３．７％

園芸・庭いじり

１１．８％

園芸・庭いじり
その他の活動

１２．８％

４
その他の運動

１２．１％

農作物の栽培

９．８％

映画・舞台鑑賞

１２．５％

５
その他の活動

１１．３％

カラオケ
映画・舞台鑑賞

９．６％

カラオケ

１１．２％

やってみたいこと
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■市が設定した独自項目

③趣味（取り組めていない理由）

取り組めていない理由としては、40～64歳調査

では「仕事などが忙しく、時間がとれない」と

答えた人が多く、65歳以上調査・認定者調査に

おいては、「健康上の理由で、体力に自信がな

い」と答えた人が多かった。

40～64歳調査・65歳以上調査・認定者調査全て

において、特に理由はないが取り組めていない

人が一定数いることも分かった。

58.1%

6.6%

20.2%

5.6%

10.9%

6.5%

6.9%

0.0%

2.1%

19.9%

5.8%

14.3%

15.3%

28.4%

9.7%

8.5%

17.0%

9.2%

10.8%

0.7%

3.6%

12.0%

11.2%

17.8%

2.5%

60.5%

6.6%

7.7%

7.6%

5.4%

6.3%

0.3%

3.8%

9.7%

16.9%

12.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

仕事などが忙しく、時間がとれない

健康上の理由、体力に自信がない

時間があれば休養などにあてたい

参加したいと思う活動がない

一緒にやる仲間がみつからない

団体活動はわずらわしい

どんな団体や活動があるのか知らない

職場などでサークル活動に参加している

地域の活動には関心がない

経済的余裕がない

その他

特に理由はない

40～64歳調査 65歳以上調査 認定者調査
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■市が設定した独自項目

③趣味（取り組めていない理由）

年代別に取り組めていない理由を見ると、

75歳～84歳の3人に1人、85歳以上の約半

数は、「健康上の理由、体力に自信がな

い」と回答している。

また、65～74歳の4人に1人は、「仕事な

どが忙しく、時間がとれない」と回答し

ている。

26.5%

14.9%

10.3%

7.6%

12.4%

9.1%

11.1%

0.5%

3.1%

13.6%

10.9%

21.8%

10.2%

32.5%

9.6%

8.7%

19.1%

9.9%

10.5%

0.6%

3.9%

12.8%

12.0%

15.6%

4.5%

44.3%

8.8%

9.1%

21.4%

8.1%

10.9%

1.3%

4.3%

8.1%

10.6%

14.4%

0% 20% 40% 60%

仕事などが忙しく、時間がとれない

健康上の理由、体力に自信がない

時間があれば休養などにあてたい

参加したいと思う活動がない

一緒にやる仲間がみつからない

団体活動はわずらわしい

どんな団体や活動があるのか知らない

職場などでサークル活動に参加している

地域の活動には関心がない

経済的余裕がない

その他

特に理由はない

65～74歳 75～84歳 85歳以上

65歳以上調査(年代別）
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■市が設定した独自項目

➃居場所づくり、社会参加及び活動の場

自宅以外で落ち着ける・安心できる居場所について、「ない」と答えた人が、40～64歳調査49.2％、

65歳以上調査で54.8％、認定者調査65.3％であった。

65歳以上調査(年代別）

49.6%

47.6%

38.0%

50.4%

52.4%

62.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

ある ない

50.8%

45.2%

34.7%

49.2%

54.8%

65.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40～64歳調査

65歳以上調査

認定者調査

ある ない
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■市が設定した独自項目

⑤地域との関わり状況（地域への愛着）

地域への愛着は、「とても愛着がある」「まあ愛着がある」があると答えた人は、40～64歳調査

72.2％、65歳以上調査75.5％、認定者調査は69.0％であった。

20.4%

25.7%

32.4%

53.5%

49.1%

46.1%

19.4%

18.9%

15.2%

5.7%

5.1%

5.4%

1.2%

1.2%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

とても愛着がある まあ愛着がある どちらともいえない

あまり愛着がない 全く愛着がない

65歳以上調査(年代別）

21.1%

26.0%

25.2%

51.1%

49.5%

43.8%

19.0%

17.9%

21.8%

6.8%

5.5%

6.5%

2.0%

1.1%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40～64歳調査

65歳以上調査

認定者調査

とても愛着がある まあ愛着がある どちらともいえない

あまり愛着がない 全く愛着がない
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■市が設定した独自項目

⑤地域との関わり状況（近所との付き合い）

ご近所との付き合いは、あいさつ程度またはまったくない人の割合は、40～64歳調査60.7％、65歳

以上調査33.1％、認定者調査は59.4％であった。

12.7%

16.8%

15.2%

49.4%

54.4%

52.4%

34.7%

26.8%

29.0%

3.2%

1.9%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

たがいに相談したり日用品の貸し借りをするなど、生活面で協力しあっている人

もいる

日常的に立ち話をする程度のつきあいは、している

あいさつ程度の最小限のつきあい

まったくしていない

65歳以上調査(年代別）

6.4%

14.9%

10.1%

32.9%

52.0%

30.5%

57.0%

30.2%

44.4%

3.7%

2.9%

15.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40～64歳調査

65歳以上調査

認定者調査

たがいに相談したり日用品の貸し借りをするなど、生活面で協力しあっている

人もいる

日常的に立ち話をする程度のつきあいはしている

あいさつ程度の最小限のつきあい

まったくしていない
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定期的に声をかけたり、声をかけられたりする人は、親族が多いものの、近隣や友人と答えた方も

一定数おり、その反面、「そのような人はいない」と答えた人も一定数いることが分かる。

■市が設定した独自項目

⑤地域との関わり状況（定期的な声かけ）

自分のことを気にかけて、定期的に声をかける人

65歳以上調査(年代別）

58.3%

23.8%

49.4%

23.6%

38.3%

2.8%

7.6%

58.0%

25.4%

48.4%

35.9%

37.6%

3.1%

5.7%

59.6%

29.9%

45.5%

37.5%

31.2%

3.8%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80%

別居の子ども

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

65～74歳 75～84歳 85歳以上

28.7%

32.6%

57.7%

15.7%

40.0%

3.4%

11.9%

58.4%

26.3%

47.8%

32.1%

35.7%

3.2%

5.5%

50.8%

30.1%

43.2%

26.5%

25.1%

6.8%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80%

別居の子ども

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

40～64歳調査 65歳以上調査 認定者調査
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■市が設定した独自項目

⑤地域との関わり状況（定期的な声かけ）

自分から気にかけて、定期的に声をかける人

65歳以上調査(年代別）

57.5%

19.5%

54.4%

23.9%

41.3%

2.4%

8.8%

54.5%

19.1%

53.7%

31.8%

37.9%

1.9%

6.7%

51.4%

21.1%

49.2%

28.5%

30.7%

1.9%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80%

別居の子ども

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

65～74歳 75～84歳 85歳以上

29.2%

30.6%

65.2%

14.8%

39.7%

3.2%

11.9%

54.4%

19.9%

52.4%

28.1%

36.7%

2.1%

8.1%

41.2%

21.3%

42.8%

17.7%

24.4%

3.9%

18.3%

0% 20% 40% 60% 80%

別居の子ども

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

40～64歳調査 65歳以上調査 認定者調査



27

地域に頼ることに対する抵抗は、「強い抵抗がある」「やや抵抗がある」と答えた人は、40～64歳

調査73.0％、65歳以上調査63.1％、認定者調査63.7％である。

■市が設定した独自項目

⑤地域との関わり状況（頼ること）

10.4%

9.1%

10.8%

57.2%

52.6%

48.6%

28.1%

31.0%

32.3%

4.2%

7.3%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

強い抵抗がある やや抵抗がある

あまり抵抗がない まったく抵抗がない

65歳以上調査(年代別）

11.6%

10.2%

11.9%

61.4%

52.9%

51.8%

23.8%

30.3%

26.6%

3.1%

6.6%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40～64歳調査

65歳以上調査

認定者調査

強い抵抗がある やや抵抗がある

あまり抵抗がない まったく抵抗がない
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地域の人に頼りにされることへの抵抗については、「あまり抵抗がない」「まったく抵抗がない」

と答えた人は、40～64歳調査60.4％、65歳以上調査63.1％、認定者調査53.3％であり、見守りや支

え手となり得る人も多くいることが分かった。

■市が設定した独自項目

⑤地域との関わり状況（頼られること）

4.1%

3.2%

4.9%

33.9%

33.8%

30.3%

51.3%

50.7%

50.7%

10.7%

12.4%

14.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

強い抵抗がある やや抵抗がある

あまり抵抗がない まったく抵抗がない

65歳以上調査(年代別）

5.7%

4.1%

10.1%

33.9%

32.8%

36.7%

52.3%

50.7%

38.6%

8.1%

12.4%

14.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40～64歳調査

65歳以上調査

認定者調査

強い抵抗がある やや抵抗がある

あまり抵抗がない まったく抵抗がない
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■市が設定した独自項目

⑥健康づくりの取組状況

40～64歳調査では、65歳以上調査や認定者調査と比

べ、「仕事をする」と答えた人の割合が高い。

また、どの調査においても、「趣味を持つ」「人と

のつながり」と答えた人の割合は、ほかの選択肢に

ある取組と比べ、低い割合となっている。

44.0%

30.2%

24.9%

49.4%

53.1%

58.9%

44.8%

7.4%

54.2%

33.5%

28.2%

19.1%

58.6%

50.0%

53.6%

6.4%

34.0%

17.0%

20.5%

5.5%

44.3%

42.6%

40.4%

19.2%

0% 20% 40% 60% 80%

ウォーキングなどの運動・体操をする

趣味を持つ

人とのつながり

仕事をする

食事の栄養バランスに気をつける

休息や睡眠をとるようにする

規則正しい生活を心がける

特にない

40～64歳調査 65歳以上調査 認定者調査
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■市が設定した独自項目

⑥健康づくりの取組状況

59.6%

35.2%

26.4%

31.8%

55.4%

48.8%

50.8%

4.9%

57.9%

35.1%

31.0%

15.3%

62.6%

49.6%

56.1%

5.1%

44.7%

30.0%

27.0%

10.4%

58.0%

52.3%

54.5%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80%

ウォーキングなどの運動・体操をする

趣味を持つ

人とのつながり

仕事をする

食事の栄養バランスに気をつける

休息や睡眠をとるようにする

規則正しい生活を心がける

特にない

65～74歳 75～84歳 85歳以上

65歳以上調査(年代別）
65歳以上調査において、健康づくりの

取組を年代別で見ると、 65歳～74歳

の3人に1人は「仕事をする」と回答し

ている。

また、「ウォーキングなどの運動・体

操をする」と答えた割合は、85歳以上

では、他の年代と比較し、10ポイント

以上低くなっている。
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■市が設定した独自項目

⑦ICTの活用

過去１年間のインターネットやメールの利用について、40～64歳調査においては「ほぼ毎日」と答

えた人が86.3％と多い。

しかし、65歳以上調査では、「使わなかった」と答えた人が45.9％、認定者調査では66.2％であり、

インターネット等を使わない人が一定数いる。また、65歳以上調査において年齢別のICT活用状況を

見ると、年齢が上がるにつれ、「使わなかった」人の割合が増加している。

18.4%

47.7%

73.4%

13.2%

16.0%

8.6%

16.0%

13.4%

6.4%

52.4%

22.8%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳～74歳

75～84歳

85歳以上

使わなかった 月に数回使う 週に２～３回使う ほぼ毎日

65歳以上調査(年代別）

2.5%

45.9%

66.2%

4.3%

12.7%

9.9%

6.9%

12.0%

6.0%

86.3%

29.4%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40～64歳調査

65歳以上調査

認定者調査

使わなかった 月に数回使う 週に２～３回使う ほぼ毎日
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■市が設定した独自項目

⑧認知症の方への支援（自宅での生活の継続）

自分が認知症になっても協力を得ながら、自宅での生活を続けたいかについては、「そう思う」

「やや思う」と答えた人は、 40～64歳調査48.1％、65歳以上調査69.7％、認定者調査68.4％であっ

た。

37.7%

47.5%

55.5%

25.6%

24.3%

19.0%

17.1%

12.1%

9.6%

14.9%

11.1%

9.4%

4.7%

5.0%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

そう思う ややそう思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない

65歳以上調査(年代別）

22.7%

46.8%

48.2%

25.4%

22.9%

20.2%

24.6%

13.0%

14.9%

20.3%

11.9%

9.6%

7.0%

5.4%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40～64歳調査

65歳以上調査

認定者調査

そう思う ややそう思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない



65歳以上調査(年代別）
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■市が設定した独自項目

⑧認知症の方への支援（近所・知人への理解）

家族が認知症になったら、協力を得るために近所や知人などに知ってほしいかの問いで、「そう思

う」「ややそう思う」と答えた人は、40～64歳調査70.2％、65歳以上調査71.5％、認定者調査64.4％

であった。

37.3%

46.4%

44.6%

33.3%

27.6%

25.4%

14.8%

12.0%

12.6%

11.8%

10.3%

13.1%

2.7%

3.7%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

そう思う ややそう思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない

30.1%

42.7%

37.5%

40.1%

28.8%

26.9%

17.2%

13.1%

15.3%

10.9%

11.7%

14.2%

1.8%

3.6%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40～64歳調査

65歳以上調査

認定者調査

そう思う ややそう思う どちらでもない あまり思わない 全く思わない
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■市が設定した独自項目

⑨在宅医療について

自宅で最期を迎えることが困難である理

由として「家族に負担がかかる」「病院

に入院したり介護施設に入ったほうが安

心できる」という理由が、40～64歳調

査・65歳以上調査・認定者調査すべてに

おいて多かった。

17.5%

87.3%

32.9%

32.2%

11.3%

10.1%

27.4%

4.5%

1.2%

21.5%

76.0%

55.8%

22.8%

17.6%

11.5%

23.5%

5.3%

1.7%

21.5%

73.0%

51.5%

29.3%

14.9%

11.6%

19.9%

3.1%

2.3%

0% 50% 100%

介護してくれる家族がいない

家族に負担がかかる

病院に入院したり介護施設に入ったほうが安心で

きる

（容態が急変した時の対応に不安がある）

経済的に負担が大きい

往診してくれる医師がいない

訪問看護・介護体制が整っていない

居住環境が整っていない（手すりの設置、介護が

必要な

状態でも利用できるトイレやお風呂等）

相談にのってくれるところがない

その他

40～64歳調査 65歳以上調査 認定者調査



65歳以上調査(年代別）
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■市が設定した独自項目

⑨在宅医療について

65歳以上調査において、自宅で最期を

迎えることが困難である理由を年代別

で見ると、「家族に負担がかかる」と

回答した割合は65歳～74歳が一番高く、

「病院に入院したり介護施設に入った

ほうが安心できる」と回答した割合は

85歳以上が一番高かった。

15.9%

84.7%

49.0%

24.0%

14.0%

8.6%

26.4%

4.0%

1.1%

23.8%

77.3%

56.4%

25.2%

19.1%

13.0%

22.5%

6.1%

1.8%

25.1%

64.6%

63.1%

18.3%

19.8%

13.0%

20.9%

5.6%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護してくれる家族がいない

家族に負担がかかる

病院に入院したり介護施設に入ったほうが安心できる

（容態が急変した時の対応に不安がある）

経済的に負担が大きい

往診してくれる医師がいない

訪問看護・介護体制が整っていない

居住環境が整っていない（手すりの設置、介護が必要な

状態でも利用できるトイレやお風呂等）

相談にのってくれるところがない

その他

65～74歳 75～84歳 85歳以上



65歳以上調査(年代別）
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■市が設定した独自項目

⑩人生会議について

人生会議の取組について、「全くない」と答えた方は、40～64歳調査75.9％、65歳以上調査59.3％、

認定者調査53.5％であり、全調査において、半数以上が取り組んでいない現状である。

64.9%

57.8%

54.7%

33.8%

39.7%

41.9%

1.3%

2.5%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～74歳

75～84歳

85歳以上

全くない 話し合ったことがある 話し合い、結果を紙などに記載した

75.9%

59.3%

53.5%

23.3%

38.4%

41.7%

0.9%

2.3%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40～64歳調査

65歳以上調査

認定者調査

全くない 話し合ったことがある 話し合い、結果を紙などに記載した
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■市が設定した独自項目

⑪介護サービスについて

認定者調査において、サービス利用していない人は、26.5％おり、利用していない理由としては、

「現状では、サービスを利用するほどの状態ではない」に次いで、「（本人に）サービス利用の希

望がない」と答えた人が多い。

62.6%

18.1%

13.9%

4.2%

5.5%

5.9%

5.9%

9.7%

0.0%

53.1%

17.0%

19.6%

3.7%

7.4%

6.3%

4.1%

7.4%

16.2%

0% 20% 40% 60% 80%

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

（本人に）サービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービスに不満があった

利用料を払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法がわからな

い

その他

R4調査 R1調査

介護サービスの利用状況
介護サービスを利用していない理由

72.0%

28.0%

70.3%

29.7%

0%

20%

40%

60%

80%

利用している 利用していない

R4調査 R1調査



(3)在宅介護実態調査における調査結果の抽出

38

■市が独自で設定した項目

調査対象者：在宅で生活している要介護（要支援）認定者

参考
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■市が設定した独自項目

①再発した疾病及び服薬管理状況

区分変更申請者で、前回から今回の認定調査期間の間に入院したことがある人の割合は、27.8％で

あった。また、その入院のきっかけとなった病気は、その他が44.0％で一番割合が多いが、コロナウ

イルス感染症、脱水、熱中症、誤嚥性肺炎、転倒など様々な原因で入院となっている。

2.6%

9.3%

22.7%

8.0%

12.0%

1.3%

44.0%

0% 20% 40% 60%

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病)

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

骨折

認知症

その他

ある, 

27.8%

ない, 

72.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R4調査

前回から今回の認定調査期間中の入院歴 入院のきっかけとなった主な病気

（ｎ＝270） （ｎ＝７５）
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■市が設定した独自項目

①再発した疾病及び服薬管理状況

服薬管理の状況については、入院のきっかけとなった病気に関する服薬があった人の割合は44.0％で、

入院前に薬の飲み忘れがあった人の割合は30.3％であった。

あった, 

44.0%

なかった, 

56.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R4調査

あった,

30.3%

なかった, 

69.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R4調査

10.0%

50.0%

40.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

1日に１回以上

数日に１回

週に１回

ほとんどない

入院のきっかけとなった
主な病気に関する服薬状況

薬の飲み忘れの状況 薬の飲み忘れの頻度

（ｎ＝７５） （ｎ＝３３） （ｎ＝１０）
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■市が設定した独自項目

②認知症状への対応（主な介護者が不安に感じる介護等）

主な介護者の人が不安に感じる介護等で「認知症状への対応」と答えた人が、その理由となる具体的

な症状として「薬の飲み忘れ」「意欲の低下」「一人での外出が困難」が上位であった。

47.6%

51.7%

58.0%

49.0%

53.1%

12.6%

23.1%

25.2%

33.6%

9.1%

13.3%

0% 20% 40% 60% 80%

家事に支障がある

一人での外出が困難

薬の飲み忘れ

金銭管理が困難

意欲の低下

徘徊がある

暴言・暴力がある

強い介護拒否がある

深夜の対応

近隣住民等のトラブル

その他

（ｎ＝143）
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■市が設定した独自項目

③外出の付き添い・送迎（定期通院の状況）

定期的に通院している人の割合は86.4％であり、通院している診療科目としては、内科が51.7％と

一番多かった。

通院してい

る, 86.4%

通院してい

ない, 

13.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

51.7%

7.1%

3.3%

12.3%

11.1%

1.0%

0.2%

0.2%

1.3%

11.7%

0% 20% 40% 60%

内科

循環器科

呼吸器科

整形外科

脳神経外科

眼科

耳鼻咽喉科

皮膚科

精神科

その他

定期的な通院の状況
定期通院している診療科目

（ｎ＝６０２）
（ｎ＝５２０）
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■市が設定した独自項目

③外出の付き添い・送迎（医療機関の所在地、通院頻度）

定期的に通院している医療機関の所在地は、市内が88.5％と多かった。また、定期通院の頻度は、

「1か月に1回程度」が43.4％と多く、その次に「2～3か月に1回程度」が34.4％であった。

1.3%

1.2%

34.4%

43.3%

11.9%

3.3%

3.8%

0.2%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年に１回程度

半年に１回程度

２～３カ月に１回程度

１カ月に１回程度

１カ月に数回程度

１週間に１回程度

週に３～４回

ほぼ毎日

その他

88.5%

9.0%

2.3%

0.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内

埼玉県内の市外

都内

関東県内

（埼玉県、東京都を除く）

その他

定期通院している医療機関の所在地 定期通院の頻度

（ｎ＝５２０） （ｎ＝５２０）
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■市が設定した独自項目

③外出の付き添い・送迎（通院方法、付き添い状況）

定期通院している医療機関までの通院方法は、「家族の運転による車」が半数以上であった。

また、通院時の家族の付き添い状況は、約8割が付き添いをしており、付き添っているのは、

「子」が57.2％、「配偶者」が31.6％であった。

11.9%

2.3%

3.1%

2.9%

55.0%

13.3%

11.5%

0% 20% 40% 60%

徒歩

自転車

電車

本人の運転による車

家族の運転による車

タクシー

その他

付き添い

している, 

79.0%

付き添い

していな

い, 

21.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

R4調査

31.6%

57.2%

4.9%

0.2%

2.7%

3.4%

0% 50% 100%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟姉妹

その他

通院時の家族の付き添い状況 付き添いしている者医療機関までの通院方法

（ｎ＝５２０） （ｎ＝５２０） （ｎ＝４１１）
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■市が設定した独自項目

④ヤングケアラーの状況

介護者の方の中にヤングケアラーがいると回答した人は、8人であった。

（人）
ヤングケアラーの就学状況

いる, 1.5% いない, 98.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（８人）

（ｎ＝５２６）

3

6

1

0

1

2

3

4

5

6

7

中学生 高校生 専門学生

把握したヤングケアラーは、10人であった。（複数回答あり）


